
灘
餌
叢

.

論

説

住

居

税

の
本

質

及

其

構

造

・…
.…

…
.・…
…
・
渋
墨
博
士

力

1

ヘ

ン

タ

ー

の
肚

會

改

革

意

見

…
…
.
.
法
學
博
士

肚

會

政

策

よ
り
観

た
る
吾

國

の
財

政

三

Y
…
法
學
博
士

人

糞

尿

の
国

益

(
二
)
…
…

・…
・…
…

・…
一…
…

法
學
博
士

植

民

地

の
労

働

政

策

(
二
、
完
∀
…
…
.・…
.…
…
・注
學
博
士

時

事

問

.題

支

那

の

富

源

開

放

と
真

説肛
會

問

題

…
…

・.法
學
博
士

銀

行

の
手

形

引

受

討

度

…
・・…

…
…
…
・…

…
践

學

土

雑

録

航

空

運

送

…
…
…
.…
…
…
.・…
…
…
…
…
・,…

…
法

學

士

今

年

度

下

年

期

に

於

け

る

内

地

産

米

の

量

、

偵

に

就

い

て

…
・.・・…
・.
・.…
.・…
…
…
.「
.・注

學

士

肚

會

問

題

評

論

…
・…
・…
…
.…
…
…
…
…
…
・...注
學
博
士

沸

戸

正

雄

河

町

嗣

郎

小
川

郷
太
郎

財

部

静

治

山

本
美
越

乃

戸

田

海

市

大

森

研

造

小
島

昌
太
郎

伊

丹

萬

里

神

戸

正

雄

.

山
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呼

銀
行

の
手
形

緒

言

第
屍

手
形
引
業

念

第

「
、
銀
行
の
子
形
引
受
業
務

第

二
、
引
受
け
ら
る
べ
音
手
形

の
種
類

第
三
、
手
形
引
受
の
條
件

・

第
ご
齢

手
形
班
長
制
度

の
輩
蓮

第

[
、
外
画
匹
於
け

る
手
形
馴
受
制
度

、

英

国

z

濁

逸

3
.
米

国

第
.

、
我
國
に
於
け
る
手
形
班
長
制
度

」

既
往
の
状
態

露

日
乗
銀

行
の
成
案
遜
表

、
3

成
案
嶺
表
後
の
状
況

第
三
節

手
形
引

呉
制
度
の
利
害
得
失

時
事
問
題

銀
行
の
手
形
引
受
制
度
二

)

引

受
制
.度

軋

(
こ

大

森

研

第
九
巻

(第

二
號

九
九
)

三
Q
九

吐.
旭

F



「

一

臨

問
題

銀
行
の
手
形
墨

制
度
≡
.

第
九
巻

・第
二
號

δ

。
=

二

。

-

第

一
、
手
形
引
受
制
度

の
利
益

.

第
二
、
手
形
引
受
制
度
.の
弊
害

第
四
箭

手
形
引
畏
制
度
の
批
評

第

一
、
輸
入
手
形
に
就

い
て
の
批
評

第

二
・
輸
出
手
形
に
就

い
て
の
批
評

,

第

三
・
金
融
手
形
に
就

い
て
の
批
.許

、

結

論

.

緒

言

騎

甕

の
鍵

暴

我
無

界
笑

活
躍
の
好
機
・
捉
へ
舞

貿
易
・
叢

・
塞
前
の
窺

篁

芒

ε
難

論

つ
義

金
融
霧

凝

望

観
・
・
妻

達
涯
・
§

垂

ま
書

家
の
暑

穴
る
難

日借
入
の
窪

ご
殆

ん
轟

薪

な
き
蟄

手
形
の
取
引
盆

癒

行
・
れ
暮

手
形
・
流
渠

・
塞

・
域
蓬

芋

養

手
形
引

受
の
如
き
特
殊
の
場
合
を
除
・
て
は
多
真

箇

・
個
赤
旗

足
し
暮

暮

・
讐

を
重

る
麗

亘
額
。
.

・
ル

姦

牧
し
三

般
財
界
に
波
瀾
・
惹
起
・
・
等
欧
米
先
議

・
廓

覧

・
て
大
に
遜
色
。
、
讐

蔀

ち

警

報
器
難

隷

強祉蝶

講
鱗

縦
欝

蘇歴

を
鋤
興
せ
し
は
我
金
融
界
の
穴
め
藻

嶽

ぶ
所
な
り
。

七、

抑
も
蒲

度
は
歴

鍛

霧

・
於
・
行
・
れ
近
醤

佛
糞

・
於
て
顯
蒙

る
蓬

を
浮

し
所
。
、
俊

,



し
て
若

レ
其
施
設
宜
し
き
を
得
ん
か
我
.金
融
界
を
し
て
國
際
的
地
位
を
向
.上
せ
し
め
少
な
皇

も
東
洋
市
場
の
金

融
中
心
地
投
ら
し
む
る
も
の
な
れ
ば
宜

し
く
朝
野

一
致
羅
勉
以
て
現
状
に
適
し
實
際

に
通
事
る
の
制
度
を
樹
立
す

る
こ
薩

努
め
ざ
る
べ
か
黒

星
れ
予
が
非
才
自
ら
端
ら
叢

て
講

の
罪
を
珍

窒

と

所
崇

り
。

、

第

一
節

手

形

引
-受

の
概

念

第

一
・
銀
行
の
手
形
引
受
業
務

・

銀
行
分
手
形
引
受
業
務
(
〉
ぐ
Φ
唱
邸
。
蓉
湿
F

諺
R
超
一三
㎎
嘗
旨
。
ωm)
と
は
銀
行
が
.取
引
先
の
爲
め
に
自
行
に
宛
て

恥

先
自
身
叉
錆

三
.者
を
し
て
爲
替
.手
形
を
奮

す
…

を
許
し
葦

形
の
・田
示
芸

異

る
時
之
が
轟

を
、

引
受
く
る

一
種
の
信
用
許
容

(寄
・暑

藝

・・邑

に
し
て
手
形
の
割
引
難

の
讐

得
芒

め
ん
が
た
詮

行

ふ

も

の

な

り

而

し

て

銀

行

業

務

の
系

統

よ

り

謂

ふ

時

は

手

轍
.料

業

務

に

厨

す

る

皿
種

の
受

信

業

務

起

り

。

幻
一①
協
卑
は
猫
逸
信
用
銀
行

の
間

に
行

に
る
、
手
形
引
受
業
務

な

(
二
毛
母
①
冒
パ
器
℃
5

(悼
二

且

、
5
けユ
。
鋳

NΦ
隣
.面
)
m
稀
搾
ロ
一固
辞一〇
ロ
・。p
犀
.①
で
け
の

の

。難

解

　
①　

ゆ
》
費

…

　

・
　

替
　

　

　

・
　

　

手
形
・
　

・
　

員
蓼

ゐ
…
舌

的
・
し
葦

臨

・
手
形
行
婁

三

酉
茜

奎

條
、
松
本
垂

手
形
法
二
八
五
頁
・
但
し
践
ド
慧

す
べ
、
は
手
形
。

累

所
誌

塞

翁

審

熱

く
①「}

…

亀

・匿

・
長

曇

・
…

豆

§

日野
β呈

し
て
霧

糠

唱

的
蓮

。
ろ
場
含
め

る
も
碧

の
嚢

長

け
る
手
形
保
糞

壽

訂
轟

σ・
穿

置

量

碧

・
一・冨

・.
・　

)・、鵬

劃
に
賠

・
嘉

琴

、

手
形
餐

」呈

・
享

形
行
律

寄

垂

じ
た
・
霧

姦

撃

　

・
宣

鳶

造

た
る
従
た
る
手
形
行
爲
。
、
≦

商
茜

百
九
+
七

攣

讐

乳

原

書

從
た
・
手
形
行
岱

・
奎

・
旛

務
・
存
窪

蓮

浮

・
霧

の
携
保
行
爲
・
琶

菜

園
燦

行
.。
小
切
手
の
支

持
講

題

銀
行
・
手
蜜

叢

度
二

・

,
.
.

第
・
巻

.第
二
堕

。
一
.

三
二
.

1)Riesser,DiedeutschenGrossbaukenS.215-225・

昌

「



F

時
蕎

題

銀
行
の
手
形
引
矯

度

二

)

`

、

第

窓

第

二
號

δ

二
;

三

糠

奨

。
Φ
耳
ヨ
∩p
..。
口
。
篁

φ
・
.一.
あ

際

・
も

、.
》
　

昆

,
な
・
印
難

用

ふ
盆

法
律
毒

長

際
上
の
翼

濡

者
の
翼

な
る
傷

め
て
少
な
き
な
以
て
な

甑
。

第
二
、
引
受
け
ら
る
べ
き
手
形
の
種
類

ゆ

銀
畠行

の
引

受
を

な
す
手
形

は
大
別
し

て
二
種

こ
な

す

こ
ご
を
得

一
ぱ
商
業
手

形

(∩
。日
ヨ
①
「n
互

⇔コ
ε

忙
し
て
即

ち
商
取
馴

の
結
轟

生
し
た
・
手
形
釜

、
他
は
金
華

形

(閃
同　

羅

・・
ε

に
し
て
軍
に
資
金
融
通

の
目
的
を
.

以
て
振
出
[さ
れ
な
.る
手
形

な
り
。

の
.
粟

手
形
は
更
に
之
を

…

一

…

島

・三

ρ
・量

・・;

盗

別
す
る
こ
募

得

圓

…

…
・ξ

・、
・;

は
所
謂
背
骨
暮

手
形
に
し
て
商
取
引
の
目
的
た
る
務

の
響

書
類
を
添
加
し

た
乃
も
の
な
り
こ
は
内
地
取
引
に
係

る
も
の
為
る
も
輸
出
入
關
係

の
結
果
獲
生
し
な
る
も
の
其
大
部
.分
を
青
む
、

働

。
・・飢
;

】・
叢

叢

引
・
結
審

し
て
愛

…

の
・
・
も
直
接
錘

物
の
附
掌

る
こ
寒

き
手

形

に
し

て
圭

ε
し
て
内
地
商

取
引

の
場
合

に
行

は
る

、
も

の
な
り
。

に

金
融
手
形

(団
団昌
四
昌
.同p
[
国
拝

聞
冒
睾
N
巽
。
畠
ω
9

は
普
通
商

人

に
よ
っ
て
振
出

さ
れ
た

る
も

の
に
非

申
し

て

金
融
業

務

に
従
事
す

る
銀
行

、
會
肚

、
手
形
仲
買
人

等

が
資

金
調
達

の
目
的

を
以
て
銀
行

に
宛

て
振

出
す
所

の
も

の
に
し

て
宛
名
銀
行

の
引

受

け
に
よ

っ
て
市
場

に
費

却

せ
ら

る

＼
も

の
な
b
從

っ
て
質
買
流
通

せ
ら
る

、
範
園

自

ら
狭
少

な

る
を

免
れ
申

し

て
割
引

歩
合

も
亦

商
業
手

形

に
比

し
て
卒
均

二
分

の

一
パ

「

ソ
ト
位
高
歩
を

唱
ふ
る
を

通

例

嘘
ず
、
金
融
手
形

は
更

に
之

を
細

別

し
て
二
種

こ
な
す
こ
と
を
得

、

側

聞
ぎ

・
望

は
手
形
仲
買
人
箕

株
式
其
讐

募

碧

覆

巳

・
籍

す
も
の
に
し
三

國
内
の
關

、

」

「



、

係

に
止

ま

る
も

の
な
り
。

働

塁

σ・島
　

…
;

≡
は
腰

間
割
引
暮

の
莚

を
利
用
し
て
外
霧

蒔

的
借
入
を
な
さ
ん
鶯

め

に
行
は
・
、
所
の
も
の
に
し
て
米
国
の
銀
行
が
倫
敦
及
落

佛
等

の
鉦
行
に
宛
て
・
振
出
す
豆
類
の
金
融
手
形
は

玩
種
に
騰
す
。

r

≦

ρ
3
日
目
晒
11
鰍
洲
諸
銀
行
が
引

受
け
窪

で
爲
替
手
難

匪
分
し
て

ε

u
。
。垂

雪

耳

ヨ

三

(ε

∩
「
些

δ
畢

(巴

穿

畢

。ω
bご
旨

の
三

種

こ
な

ぜ
り

。
車

に
資

金
調

達

り
目

的

な
以

て
振

出

さ

れ
た

ろ
融

通

手
形

、
金

融

手
形

、
或

ぱ
空

手
形

(〉
∩
∩
o
白
日
o
牙

江
o
コ

ゆ
巳
'
男
5
p
口
昌
o

開
白

。
.
峯

峠①
u。
)

に
射

し
現
實

の
商

取

引

に
基

き

て
獲
生

ぜ

る
手
形

㌔
眞

正
手

形

、
商
業

手
形
或

ば
商
品

手

形

(Ω
①
コ
=
ゴ
o

霊

戸

∩
σ
日

量
①
「。
芭

醒

。
.
剛
.。
二
.　

閑
日
;

謂
ふ
合
著

琵

撃

・
に
形
式
上
価
雰

相
器

き
査

買
上
讐

に
於
σ

ろ
約

因

(
∩
。
蛙

曇

旦

置

正

(四
①
段
ロ
【コ
。
)
な
ろ
爵

し
前
者
に
決
り
る
約
因
に
懸

的
(鶴
舞

凶。
・・
ご

奪

而

ぞ

此
相
異

星

形
再

表
現
ぜ
ざ

る
た
以
て
瓢
則

す
る
こ
"曲

る
困
難
ケ
リ
。

'
第
三

、
手

形
引

受

の
條
件

前
項
に
於
て
述

べ
た
る
各
種
の
爲
替
手
形
は
豫
鎮

行
ご
取
引
先
間

に
於
け

る
引
受
に
關
す
る
約
定
即
ち
引
受

極
度
金
額
、
捨
保
の
有
無
、
引
受
手
敷
料
等
の
各
條
件
に
基

き
銀
行
は
其
呈
示
を
受

く
る
や
直
ち
に
手
形
面
に
引

受
を
貴
行
し
之
を
所
持
者
に
交
付
す
蓋
し
引
受
約
定
が
輸
入
貿
易
に
關
す
る
場
合
は
引
受
銀
行
に
於
て
商
業
信
用

歌

の
獲
行
を
駕
し
以
て
引
受
の
特
約
を
且
薩

的

に
第
三
者
に
表
示
す
る
場
合
多

七
と
彫
、
銀
将
が
其
取
引
先

の
爲

麓

手
形
引
受
勘
定
を
開
始
す
る
に
方
り
て
豫

め
定
む
べ
き
條
件
に
付

き
て
は
英
佛
濁
水
各

多

少

の
相
違
あ
り

而

し

て
細
微

の
黙

に
至

り
て
は
各

銀
行
皆
特
殊

の
取

扱
振

あ

る
べ
き

を
以

て
之

を
詳

細

に
知

る
こ
ご
甚

だ
困
難

な

れ

ぜ
も
左

に
其
概

要
を
誌

さ
ん
。

時
事
問
題

銀
行
の
手
形
訓
典
制
度
(
=

第
九
巻

(第
二
麗

「
〇
三
)

三
=
ニ

ー1.III..

●

《
.
.

1)(W財bur島ThediscoしintsysteminEn「oPe .P.ス)



華

墨

讐

の
手
形
墨

製

二

)

第
蓉

(第
二
號

一
。
四
}

三
酉

.

↓

蓬

・
慧

先
の
信
用
地
位
等
潅

・
て
大
讐

極
度
を
定
む
・
こ
皇

.要

り
締

し
て
極
度
は
引
受

残
副

由
ワ
て
定
む
る
場
合
三

回
限
り
纏

窪

む
・
場
會

あ
り
薯

は
粟

手
形
引
受
・
場
食

付
は
れ

後
者
は
金
融
手
形

の
場
合
に
稀
に
行
は
る
。

⊃

覆

憾

保
の
有
無
種
類
等
最

引

・
性
整

よ
り
て
喜

定
む
、
重
番

品
例
へ」ば
綿
花
羊
蠱

物
鍋

の
如
葺

物
の
葵

荷
暮

手
形

・
引
受
蜀

・
て
は
榛

姦

・
ざ
・
を
普
通
享

響

・
れ
ば
曇

の
手
形

に
附
帯
す
る
貨
物
は
其
儘
銀
行
の
澹
保
品
叢

る
を
以
て
奮

、
但
し
貨
物
を
葉

者
に
引
渡
す
に
當
り
て
は
或

は
代
b
金
を
徴
し
或
繕

保
品
を
実

れ
し
む
る
等
臨
機
の
方
法
を
挙

る
こ
易

独

り
、

一
般
商
.異

無

賃
藷

挙

る
手
形
の
引
受
に
就
き
て
銭

は

一
部
の
糠

薇

・
或
は
全
部
の
揮

を
攣

る
こ
募

り
て
場

A
昆

依
り
て
同
・
か
ら
夏

鞍

出
籔

す
・
手
形
の
引
受
は
原
饗

し
て
覆

を
攣

響

な
れ
ば
手
形
に
附

帯
す
る
蕩

掻

ち
に
整

先
に
向
け
て
馨

せ
ら
・
・
も
の
な
・
を
以
て
な
り
、
羨

の
得
意
先
に
謝
し

蒔

の
爲
麓

す
る
引
受
に
就
て
は
糠

の
有
無
は
ぞ

得
意
先
の
籍

地
位
に
よ
・
も
の
に
し
三

定
の
肇

な
き

が
如
し
・
髪

美

の
金
聾

形
に
就
き
て
は
原
則
言

て
捲
保
を
徴
求
す
る
窪

・
な
す
.が
如
・養

保
の
種
類

.は
手
形
及
び
確
宴

・
福

馨

葵

雰

を
占
め
・
れ
に
姿

て
銀
行
の
得
意
先
の
蔭

榛

有
す
る
現
隻

は
貨
物
引
換
證
券
等
を
も
見
返
り
ξ
な
す
こ
ざ
あ
り
。

ヨ

手
形

の
期
間

、
引
受
手
.形

の
期
限
.は
普
通
ニ

ケ
月
或
は
三

ヶ
月
ご
し
歪

四
ケ
月
ヌ
は
.六

ケ
月

の
も

の
あ

り
面
し
τ
六
ヶ
月
を
以
て
最
長
期

と
な
す
。

四

引
受
手
敷
料
、
引
受
手
敷
料
は
三

ケ
月
手
形

に
劃
し
四
分
の

一
パ
ー
セ
助
卜
即
ち
年

一
分
を
以
て
普
通

の

ダ

.

「



,

'

標
準
ε
な
す
、
凋
逸

に
於

て
は
海
外
手
形
に
閲
し
て
は
競
争
上
六
分
の

一
パ
ー
セ
ン
ト
に
低
下
せ
し
こ
ご
あ
り
叉

手
九
百

†
二
年
の
凋
逸
銀
行
同
盟
の
規
約
は
特
に
南
米
諸
會
肚

の
手

形

に
謝
し
て
は

一
、
三
三

バ
ー
ヒ
ン
ト
の
特

別
手
敷
料
を
以
て
引
受
を
な
す
こ
ε
正
せ
り
然
れ
こ
も
實
際

に
於
て
は
銀
行
は
そ
の
手
形

の
種
類
得
意
先
の
如
何

叉
は
手
形
期
間

の
長
短
に
よ
り
て
多
少

の
手
心
を
用
ふ
る
こ
ご
あ
る
を
以
て
到
底

一
様

に
論
じ
難
し
。

罰

支
彿
、
引
受
手
形
は
そ
の
期
限
の
到
來
す
る
三
日
以
前

に
於
て
依
頼
人
を
し
て
入
金
せ
し
む
る
を
以
て
倫

敦
に
於
け
る

「
般
の
慣
習
巳
な
し
銀
行
は
之
を
以
て
満
期
日
の
手
形
の
支
彿
を
な
す
。

畠

6

第
二
節

手
形
引
受
制
度
の
.遜
達

第

[

外
國
に
於
け
る
手
形
引
受
制
度

↓

英
.
園

英
国
は
手
形
引
受
制
度

の
狙
國
に
し
て
其
濫
觴
を
倫
敦
輸
入
商

に
獲
す
、
差
し
輸
入
商
は
其
輸
入
し
な
る
貨
物

に
謝
し
て
振
出
し
な
る
手
形
を

自
ら
引
受
け
し
が
斯

る
手
形
は
引
受
人
起
る
輸
入
商

の
信
用

の
程
度
資
産

の
多

少
等
に
よ
っ
て

割
引
歩
合
に
著
し
き

相
違
あ
る
の
み
な
ら
争

割
引

を
得

る
に
難
易
あ
り
し
か
ば

二
流
以
下
の
輸

入
商
は

一
流
の
同
業
者
に
請

ひ
代

っ
て
引
受
人
た
ら
ん
こ
ε
を
求
め
其
報
償
.こ
し
て
引
受
手
藪
.料

(
>
9
①℃
冨
9
。

8
日
日
野
凶8
)
を
支
彿

ふ
の
慣
習
.を
生
挙

る
に
.至
れ
り
、

一
流

の
輸
入
商
は
常

に
二
流
以
下

の
同
業
者

の
財
産
状

態
を
熟
知
し
且

つ
其
行
ふ
取
引

の
良
否
を
鑑
別
し
得

る
を
以
て
引
受
業
務
に
由
り
相
當

の
利
益
を
牧
め
自
ら
進

ん

で
盛
に
之
を
警
む
に
至
り
斯
ぐ
て
引
受
業
務

の
分
化
獲
生
を
見
資
産
信
用

の
人
な
る
商
人

の
間
よ
り
し
て
金
融
市

時
事
問
題

銀
行
の
手
形
引
受
制
度
(
一
)

第
九
巻

(第
二
號

「
〇
五
)

三
】
五

.

.

L
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催
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＼

倫

敦

「、
鶴
編
鮫
鵬
騙
鎌
露

蕪
畿
驚

、

紐

育

↓
、
紐
育
各
国
立
銀
行
、
斉
州
立
銀
行

及
濤
託
會
壮
引
受
高

一
・
紐
青
汁
國
貿
易
會
祉
及
外
画
支
店
引
受
高

一
、
個
人
銀
行
班
受
高

合

計

一
、
丙
國
商
業
金
融
目
的

の
引
受
高

.
差

引

一
、
紐
育
経
由
輸
出
入
外
圃
貿
易
金
融
目
的
の
引
受
高

前

記
の
数
字

に
射
し

閏
「
Φ
血
臼
凶O
犀

蕊
ロ
0
δ

0
0
、
0
0
0
諦

一石
ロ
δ

δ
δ

8

鄭

異
E
、
O
n
O
・
0
0
口

聞
O
δ

q
O
.
0
0
⊃

昊

竃
δ

0
0
、
0
0
0

ヨ

五
、
0
0
0
δ

O
O

}=
0
δ

q
O
δ

O
O

冒

氏
に
左
の
如

く
批
評
ゼ
リ

「
上
掲
の
搬
字

は
勿
論
倫
敦

が
紐

育
に
比
し
て
遙
か

に
懸
隔
な
示
す
も
の
に
し
て

縦
令
紐
青
に
於
て
国
際

貿
易

々
慮
現
す
べ
き
諸
種
の
機
關
に
緊
要
な

ろ
改
善
な
施

さ
れ
た
ッ

与

を

術
倫
敦
に
今
後
+
年
間
優
越

の
地
位

か
保
つ

べ
喜

や
必

ぜ
叫

」
こ

。

⊃

凋

逸

(凋
逸

の
銀
行
は
英
國
に
倣

ひ
近
來
廣
く

手
形
引
受
業
務
を
管
む
に
至
れ
り

而
し
て
引
受
業
務
は
之
を

(
一
)
≦
国

富
〒
算
器
官

(n
)
国
警
①窓
。
穿
N。
算

(い
)
ω
陽
ぎ
巨
δ
⇒

芽
N。℃
峠
に
分
ち
商
工
業
者

に
多
大
の
利
便
を
奥

へ
つ
、

あ
り
ε
誰
も
就
中
其
最
も
重
要
な
る
も
の
は
荷
爲
替
手
形
に
し
て
戦
前
猫
逸

の
馬
克
手
形
が
欧
洲
金
融
市
場

に
於

て
傍
手
形

ご
殆
ん
ざ
挿
む
所
な
き
の
地
歩
を
占

む
る
に

至
り
し
は

圭
ε
し
て
銀
行

の
引
受
業
務

に
負
ふ
も
の
と

す
、
凋
逸

に
於

て
該
業
務
が
著
大

の
獲
展
を
示
し
た
る
は
.千
八
百
八
九
十
年
以
後
の
こ
蓬
に
し
て
即
ち
千
八
百
八

十
四
年
よ
り
千
八
百
九
十
九
年
に
亘
b
引
受
手
形

の
膨
脹
し
π
る
比
例
は
株
式
資
金
に
謝
し

五
二
、
八

バ
ー
セ
ソ

め

ト

よ

り

六

〇

、
五

パ

ー

セ

ン

ト

に

預

金

に

蚤

し

=

二
七

パ

ー

セ

ン

ト

よ

り

　
四

二

パ

ー

セ

ン

ト

に

増

加

せ

り

.

斯

時
事
問
題

銀
行
の
手
形
引
受
制
度

二

)

第
九
巻

〔第
二
號

「
〇
七
∀

三

一
七

1)Weber,DepositenbankenandSpekulaしionsbanken.s.Ii]

一



.

㎞

臼

璽

時
事
問
題

銀
行
の
手
形
引
受
制
度
(
一)
.

第
九
巻

ρ第
二
號

一
〇
入
)
.
三
』
入

の
如
く
手
形
引
受

の
濁
逸

銀
行
界

に
特

に
豆
類

な

る
理
由

は
同
国

が
英
国

の
如
く

ヨ
。.。
蕃
昌
辞
σ
四
目
評
。
.仰
.。
.
〉
.。
。鳴
け

ラ

う

置

『
…
.

の
離

せ
」ざ
る
に
よ
る
こ
蓬
勿
強

・
も
伺

疲

逸
の
商
人
は
英
国
の
如
義

金
彿
を
以
て
決
済

す
る
こ
と
極
め
て
稀
に
し
て
通
常
取
引
銀
行
宛
手
形
を
振
出
し
銀
行
を
し
て
之
を
引
受
け
し
め
た
る
後
債
権
者
に

交
付
す
る
か
若
く
は
債
権
者
を
し
て
直
接
取
引
銀
行
宛
手
形
を
振
出
さ
し
め
銀
行
を
し
て
引
受
け
せ
し
む

る
か
の

方
法
に
よ
り
て
債
務

の
決
済
を
な
し
口
又
地
方
銀
行
が
株
式
投
機
を
行

ふ
に
必
要
な
る
資
金
を
得
ん
が
穴
め
に
大

銀
行

の
引
受
を
利
用
す
る
場
合
多
き

と
日
伺
國
大
銀
行
が
工
業
會
肚

蓬
特
種
の
關
係
に
立
つ
が
散
に
工
業
曾
肚

の

振
出
し
起
る
手
形
の
引
受
割
引

の
盛
に
行
は
る
、
尋

の
諸
黙

に
求
め
ざ
る
べ
か
ら
か
。
而
し
て
　掬
速

に
於
け
る
手

形
引
受

の
最
初

の
利
用

儘

際
取
引

に
於

け

る
葵

貨
物

に
封

ず
る

閑
.謬

。
、
.…
。、・
藝

晶

.四
・・.一。
.。昌
⑳
陰

..痒

海
外
取
引
に
於
け
ろ
覆

審

の
二
方
捧

・
蔀

ち
毒

浮
留

の
貨
物
の
如
直

接
管
理
の
下
に
置
く
聾

ざ
・
縫

物
の
信
厚

。ヨ
げ
、.,

象
①ひ
ゴ
開
田}
を
凶8
ヨ
o昌ユ
①「
≦
ρ
器
昌
た
謂
ふ
。

の
方
法
に
よ
り
其
端
緒
を
讃

し
濁
逸
海
外
貿
易
の
進
展
ご
共
に
益
々
盛
大
に
趣
き
し
が
引
受
業
務
は
膏
に
此
等
貿

易
業
者

の
み
に
利
益
を
與
ふ
る
も
の
に
非
ら
季
國
内
商
業
取
引
者
も
亦
其
取
引
上
常
に
有
利

に
利
用

し
つ
、
あ
り

そ

の
結
果
異
ざ
に
彼
等

の
問
匹
行
は
れ
れ
る
長
期
信
用

(団
お
ヨ
巴
αq
①
ξ
。鼻

)

は
漸
次
其
期
限
を
短
縮
す
る
の

敷
果
を
齎
ら
す
に
至
れ
り
。

千
人
百
九
十
六
年
濁
逸
取
引
所
法
の
改
正
は
定
期
取
引
を
し
て
萎
微
不
振
の
状
態
に
陥
れ
し
が
直
取
引

(内
、
、-

.・"
'σq
　

翼

)
は
漸
拠
盛
大
に
趣
き
其
結
果
此
方
麗

於
け
る
正
貨
の
需
要
著
し
掘

加
し
な
る
が
矯
め
地
方
銀
行

.

は
大
銀
行
の
門
に
.趨
り
資
金
の
供
給
を
仰
ぐ
に
至
れ
り
而
か
も
其
資
金
放
得
物
方
法
は
多
く
手
形
引
受
の
形
式
に

/

晶



7

よ
り
純
然
な
る
捲
保
貸
付
に
よ
る
こ
ε
稀

鉱
り
春
蓋

し
擢
保
貸
付

に
よ
る
時

は
其
歩
合
通
常
市
場
割
引
利
率
よ
り

高
き
も
大
銀
行
に
よ
り
て
引
受
け
ら
れ
な
る
手
形
は
市
場
歩
合
に
て
割
引
せ
ら
る
㌧
を
以
て
假
令
其
手
敷
料
を
通

算
す
る
も
櫓
保
貸
付
に
比
し
て
利
益
多
け
れ
ば
な
り
、
投
機
棊
者
に
封
ず
る
引
受
は
商
業
信
用
の
如
く
確
實
の
程

な

ト

度
高
か
ら
季
且
つ
其
信
用
は
多
く
支
彿
能
力
不
充
分
の
も
の
に
興

へ
ら
る
、
が
散

に
常

に
危
険
を
俘

ふ
恐
あ
り
濁

逸
に
於
て
地
種

の
引
受

が
盛

に
行
は
る
エ
は
同
国
銀
行
制
度

の
弱
黙
な
り
。

.

次
に
凋
逸
銀
行
界
に
於
て
普
遍
的
な
る
工
業
信
用
は
銀
行

の
引
受

に
俟

つ
こ
ε
大
に
し
て
凋
逸

の
如
く
銀
行
ご

工
業
界
こ
の
関
係
密
接

な
る
庭

に
あ
り
て
は
盛
大

な
る
こ
ε
寧

ろ
當
然

の
現
象
菰
b
。

工
業
信
用

は
之
を
経
管
信
用
ε
設
備
信
用
と
の
二
者
に
匠
別
す
る
こ
ご
を
得

へ
く
則
ち
原
料
品
の
買
入
役
員
俸

給
職
工
賃

金
保
険
掛
金
導
に
封
ず
る
信
用
は
前
者
に
厨

丁
斯

る
場
合
は
概
ね
短
期
信
用

に
し
て
設
備
信
用

の
場
合

に
比
す
れ
げ
危
険
少
な
き
も
工
業
信
用
な
る
以
上
之
に
封
ず
る
警
戒
は
商
業
手
形
に
封
ず
る
如
く
簡
軍
な
る
を
得

ざ

る
な
り
設
備
信
用
即
ち
企
業
の
設
備
に
必
要
な
る
瞥
業
資
金

の
融
通
を
目
的

こ
す
る
場
合
は
前
者

ε
全
く
其
趣

を
異
に
し
満
期
日
に
接
近
す
る
や
新

菰
る
手
形
を
以
て
切
替

へ
}更
に
引
受
割
引
を
得
て
其
溢
…期
を
繰
力
延

べ
遂
に

資
金
の
個
定
は
避
け
得

べ
か
ら
ざ
る
に
至
る
な
り
元
來
手
形
引
受
は
即
時
直
接
に
資
金
を
供
給
す
る
も
の
な
ら
ざ

る
を
以
て
其
手
形
の
長
期
な
る
こ
ε
は
却

っ
て
銀
行
を
誘
致

し
て
引
受
信
用
を
興
ふ
る
に
容
易
菰
ら
し
む
る
の
傾

向
あ
り
之
が
矯
め
凋
逸
に
於
て
は
此
種

の
手
形
多
額
に
上
り
戦
前
猫
逸
に
流
通
す
る
手
形

の
七
八
分
を
占
め
し
ε

云
ふ
工
業

ご
特

別
の
關
係
に
立

つ
凋
逸
諸
銀
行
に
於

て
は
見
れ
得
ざ
る
禍
根
と
云
ふ
べ
き
乎
。

抑
も
手
形
の
引
受
は
手
形
裏
書

の
場
合
ビ
薬
瓶
り
引
受
銀
行
を
し

て
主
だ
る
債
務
者
挺
ぢ
し
む
る
も

の
な
る
が

時
事
問
題

銀
行
の
手
形
引
受
制
度
(
ご

第
九
巻

〔第

二
號

一
〇
九
　

三

一
九



桐

時
事
問
題

銀
行
の
手
形
引
受
制
度
(
ご

第
九
巻

〔第
二
號

】
一
〇
一

三
二
〇

故
に
引
受
を
な
す
る
に
當
り
て
は
銀
行
業
者

は
周
到
.な
る
注
意
を
携

ひ
て
手
形

の
債
値
を
識
別
す
る
ε
同
時
に
引

受
絡
額

に
就
て
も
等
し
く
注
意
を
怠
る
可
か
ら
す
若

し
実
れ
金
融
手
形
信
用
手
形

の
引
受
に
際

し
て
齟
齬
を
生
す

る
こ
&
あ
ら
ん
か
其
影
響
す
る
所
管
に

「
二
銀
行

に
止
ま
ら
か

一
団
脛
濟
.界
を
毒
す
る
こ
ε
あ
る
べ
し
藪

に
於
て

か
濁
逸
経
済
界

の
先
畳
音
間

に
於
て
手
形
引
受

に
制
限
を
設

く
べ
し
ε
の
議
論
盛
な
る
に
至
れ
り
而
し
て
銀
行
引

受
手
形
の
総
額
は
如
何
な
る
範
園
に
局
限
せ
ら
る
べ
き
や
に
關
し
稠
逸

に
於
け
る
通
説
は
其
株
式
資
金
並

に
準
備

金

の
合
算
額
を
以
て
限
度

ε
な
す
も

の
、
如
し
。

∋

米

國

紐
育
市
場
に
於

て
銀
行
引
受
制
度

の
必
要
が
提
唱
せ
ら
れ
π
る
は

一
九
〇
七
年
恐
慌
以
来

の
事
に
し
て
米
国
の

金
融
組
織
が
欧
洲
に
比
し
て
遜
色
あ
る
所
以
は

一
に
引
受
制
度

の
不
備
從
っ
て
手
形
割
引
市
場
の
幼
稚
な
る
に
基

因
す
ε
論
断
ず
る
も
の
積
出
す
る
に
至
れ
り
米
国
貨
幣
委
員
會

に
於

て
冒
8
げ
・。層
ド
響
、「9
8

氏
寺
が
米
国
國
立
銀

行
兌
換
券

の
保
護
準
備

ε
し
て
商
業
手
形

を
用
ふ
る
能

は
ざ
る
を
遺
憾

こ
し
其
供
給
を
人
な
ら
し
め
ん
於
な
め
に

盛
に
銀
行
引
受
手
形

の
必
要

を
鼓
吹
し
だ
る
が
如
き
其

一
例
ご
謂
ふ
べ
し
、
.

、

抑
も
米
國
に
於
て
商
人
引
受

の
制
度

(同
声
α
・
腎
8
℃
冨
9
2
)
は
沿
革
上
の
原
因
に
基
く
も

の
に
し
て
何
等
法
律

上

の
原
因
に
捺

る
に
非

ら
す
現
に
國
立
銀
行

は
當
初
よ
り
商
人
引
受
手
形
を
割
引
↑
こ
ε
を
許
せ
し
が
之

に
反
し

て
銀
行
引
受
制
度

(
じ。
ρ
耳

目
8
℃
斤睾
。
・
ω)
は
法
律
上
明
か
に
之
を
禁
止

せ
り
蓋
し
引
受
債
務
を
銀
行
に
負
に
す
時

は

「
.種
の
期
限
付
債
務
を
負
推
す
る
こ
ど

、
な
り
而
か
も
銀
行
の
現
在
所
有
準
備
割
合

に
は
直
接
に
影
響
を
與

へ

ざ
る
を
以
て
不
知
不
識
の
聞

に
預
金
準
備
を
血氾
く
す
る
の
倶
あ
り
暴
れ
即
ち
預
金
準
備

の
保
}持
を
最
重
要
現
せ
る

1)Jacobs,BankAcceptances一,Reportof口ational皿onetaryCommissioniqIo

J.L.Laughlin,BankingRefur皿 ・P・1]U

9騙

,

、
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'

氷
國
銀
行
法
の
精
神
に
脊
髄
ず
る
も
の
ε
謂
は
ざ
る
べ
か
ら
す
こ
れ
從
來
の
合
衆
国
法
並
に
各
州
洪
に
於

て
銀
行

の
手
形
引
受
を
禁
止
せ
る
所
以
な
り
撚

れ
ざ
も
他
方

に
於

て
銀
行
引
受
制
度
の
必
要
を
唱
道
す
る
も
の
日
々
に
増

加
す
る
に
至
り
し
際
恰
も

一
九

一
四
年
七
月
世
界
大
乱

の
勃
獲
す
る
あ
り
て
倫
論
金
融
市
場
は
宇
閉
鎖

の
窮
献
に

陥
り
從
來
同
市
場

の
力
に
よ
b

て
瞥
ま
れ
起
る
米
国
外
國
貿
易
は
已
む
な
く
口
國
の
銀
行
資
金

に
依
頼
す
る
の
外

な
き
の
歌
勢

ご
.な
り
し
を
以
て
同
年
八
月

一
日
紐
育
州
の
銀
行
法
の
改
正
あ
り
同
州
内

の
州
立
銀
行
並
に
信
託
會

肚
に
手
形
引
受
業
務
を
許
容
す
る
に
至
れ
り
こ
れ
米
国
に
於
け
乃
手
形
引
受
制
度

に

　
新
期
を
劃

す
る
の
立
法
と

へ

稠
す
る
を
得

べ
し
次
に

一
九

一
四
年
十

一
月
十
六
日
聯
邦
準
備
銀
行
法

の
施
行
あ
る
や
同
法
び
規
定
に
基
き
各
國

立
銀
行
は
輸
出
入
貿
易
に
基
さ
て
曇
生
し
え
る
手
形

の
引
受
を
な
す
こ
ご
を
許

さ
れ
穴
る
を
以
て
紐
育

の
大
銀
行
.

は
孚

ふ
て
同
業
務
を
瞥
む
に
至
れ
り
同
時
に
引
受
手
形

の
公
布
場
取
引

も
開
始
せ
ら
れ
手
形
仲
買
人
中
引
受
手
形

を
専
門
に
取
扱
ふ
店
舗

さ
へ
生
串
る
に
至
れ
り
叉
紐
育
準
備
銀
行
に
於

て
も
同
時
に
銀
行
引
呼
手
形

の
購
入
を
開

始
し
起
り
璽
.
一
九

一
五
年
三
月

の
統
計
に
よ
る
に
紐
育
市
所
在
各
銀
行

の
引
受
け
拠
る
手
形
総
額
は
七
千
七
百
五

十
萬
弗
に
達
し
だ
り
ご
其
後
引
纏
き
て
準
備
銀
行
法
の
改
正
あ
り
盆
引
受
制
度

の
便
加
は
b
し
を
以
て
銀
行

の
引

受
手
形
は
米
國
金
融
界

に
於
け
る
優
良
な
る
放
資
物
件
こ
な
る
に
至
れ
り
。

第

二
、
我
国
に
於
け

る
手
形
引
受
制
度

↓

我
國
に
於
け
る
既
往
の
歌
態
、
.

.

.

何
れ
の
肚
會
に
於
て
哩
経
済
獲
達

の
階
段
は
物
々
交
換
脛
濟
よ
b
貨
幣
経
済
に
移
り
次
で
信
用
経
濟
に
入
り
愛

に
近
代
的
特
色
を
獲
擬

す
る
に
至
る
も

の
に
し
て
信
用

の
成
形

は
實

に
纒
濟
の
至
重
問
題

な
り
而
し
て
信
用

の
成

時
事
問
題
.

銀
行
の
手
形
引
受
制
度
(
ご

第
九
巻

(第
二
號

一
一
」
V

三
二
一

「



】

,

時
事
問
題

銀
行
の
手
形
引
受
.制
度
〔
一
)

第
九
巻

(第
二
號
一
「
=
ご

三
二
二

形
上
現
勝

の
経
済

取
引

に
敏

ぐ

べ
か
ら
ざ

る
も

の
は
手

形

の
流
通
な
、る
が
手

形
は
爲
替
手
形

に
依
b

て
漸

く
完
全

の
域

に
向

ひ
滋

に
銀
行

の
引
受
.制
度

普
及

す
る
に
至
り
始

め
て
其
職
能

を
全

ふ
す

る
も

の
な
り
。

約
束
手
形

(国
お
①β①
舅
①∩げ
器
ご

は
信
用
上
の
置
櫨
た
ろ
に
止
ま
り

取
引
上
大
な
る
危
陰
々
絆
ひ
振
出
人
か
理
解
す
る
二
三
の
者
な
除
く
外
は

之
が
流
通
範
園
儘

張
す
る
の
露

な
し
然

・
に
近
時
爲
掌

形

(響

。
㈹
・・
2

・
量

こ

の
流
謹

盛

・、
な
る
量

り
手
形
は
詮
櫨
馨

毒

弄

し
て
流
動
的
放
蕩

・
な
り
萎

冨

割
引
市
場

の
葵

・・
共

に
唯
利
息

問
題
案

リ
ィ、
支
配
ぜ
ら

る
㌦
量

れ
り
是
れ
翠

隊
洲

竈

國

に

於
て
に
約
束
手
形
に
殆
ん
.・
真
跡
心
絶

ち
爲
替
手
形
の
流
通
釜

・
盛
大
な

る
に
至
り
し
所
以
碕

。

今
欺
米
先
進
國
の
金
融
業
者
を
見

る
に
前
述
せ
し
如
く
熾
に
手
形
引
受
業
務
を
.行
ひ
銀
行
引
受
手
形

の
金
融
市
.

場
に
轆
轆
す
る
も
の
頗
る
ぞ

該
業
務
は
盆
姦

達
を
見

る
の
盛
況
に
在

る
も
我
国
に
於
て
は
英
国

の
一。
巨
.
・。.。

∩冨

ヨ

を
採
用
せ
る
に
拘
ら
争
英
國

に
於
け

る
が
如

き
手
形
引
受
業
者
、
手
形
割
引
會
肚
其
他

の
金
融
業
者

(霊

ゴ

コ
塁
8

=
。
基
。
)
の
設
立
を
見

千
借
用
謹
書

に
等
し
き
約
束
手
形

の
取
引
今
術
盛
ん
に
行
は
れ
爲
替
手
形
流
通
す
る

あ
る
も
此
等
手
形
の
引
受
は
殆
ん
ざ
全
く
個
人

に
限
定
せ
ら
れ
銀
行
引
受
手
形

の
制
度
を
見

る
に
至
ら
ざ
り
し
は

金
融
界

の

一
大
歓
黙
こ
す
る
所
な
り
。

我
国
既
鴛

於
て
手
形
引
受
に
つ
き
二
三
勧

外
な
・
に
非
争

20
ち
護

銀
幕

魏

各

原
料
購
入
資
傘

建

ぜ
し
む
・
た
馨

砂
糖
會

祉
の
振

出
し
た
る
手
形
な
引
受
げ
㊧

ゐ
が
知
者
横

頂
正
金
銀
行
か
米
国
に
於
て
新
府
啄

ろ
正
貨

心
機
保
ぞ、
し
て
川
崎
過
般
所
の
振
出
手
形
々
引
受
げ

た
嘉

煎
麦

漿

銀
行
が
簗

商
店
の
振
山
手
難

訓
昏

・
・
が
如
皇

瑳

然
・
拳

の
手
髭

一
般
金
轄

轡

流
讐

ざ
り
し
が
・
め

殆
ん
ご
世
人
の
注
意
心
喚
起
す

み
に
至
ら
す

(商
業
縄
濟
研
究
細
井
氏

「
銀
行
支
柳
承
諾
勘
定

F
就
き
て
」
参
照
)

,

是
れ
念
ふ
義

國
銀
行
が
季
素
只
管
眼
前
の
小
利
害
羨
.
頭
し
て
國
家
永
速
星
日
溶
無

策
の
研
箏

怠
り
し

に
基
く
ε
錐
も
他
面
に
於
て
銀
行
の
手
形
引
受
が
金
融
取
引
に
大
改
善
を
加
ふ
る
所
以
な
る
を
知
ら
ざ
る
に
因
由

す
る
も

の
な
り
然
る
に
欧
洲
職
齪

の
結
果
我
脛
濟
界
糞

常

の
好
影
響
を
蒙
り
實
力

の
充
實
向
上
驚
≦

き
も
の

畠

「

卜

「

.



噛

謬

あ
り
此
時
に
當

っ
て
井
上
日
本
銀
行
総
裁

が
米
側
の
該
制
度
採
用

の
實
蹟

に
刺
激
せ
ら
れ
且
は
時
局

の
進
展

に
鑑

み
戦
後
に
於
け
る
貿
易
及
廃
業

の
維
持
獲
展
に
資
す
る
の
緊
急
施
設
ご
し
て
手
形
引
受
制
度
を
懲
活
…ず
る
に
至
れ

`
り
。
.

r

⊃

日
本
銀
行
成
案

の
獲
表

(今
日
本

銀
行
當
路
の
獲
表
せ
し
成
案
を
見

る
に
外
國
貿
易
金
融
を
今
後

一
層
圓
滑
な
ら
し
め
ん
ε
す
る
趣
旨
を

以
て
外
國
貿
易
上

の
實
際
取
引
に
基
く
銀
行
引
受
手
形

の
再
割
引
を
な
す
の
途
を
開
き
其
割
引
歩
合

は
日
本
銀
行

.

め
公
定
歩
合
中
最
低
率
を
適
用
ル
て
特
に
之
を
優
待
す
る
こ
ご
、
な
し
叉
戦
時
中
に
振
張
せ
ら
.れ
な
る
我
国
産
業

の
維
持
叉
は
{整
理
を
な
す
に
必
要
な
る
資
金

の
調
達
を
順
便
な
ら
し
め
ん
が
爲
め
に
臨
機
の
措
置
ε
し
て
事
業
會
【

.肚
等
が
資
金
の
融
通
を
受
く
る
目
的
を
以
て
作
成
し
だ
る
銀
行
引
受
手
形
中
種
々
の
關
係
よ
り
考
察
し
て
優
頁

ご

認
め
ら
る
、
も

の
に
謝
し
て
特
に
再
割
引
を
爲
す
の
方
法
を
設
け
其
割
引
歩
合
は
株
券
其
他

の
見
返
品
を
擢
保
こ

す
る
手
形

の
例

に
依
る
こ
ピ
」
せ
り
、
而
し
て
外
囲
貿
易
上
の
取
引
に
基
く
銀
行
引
受
手
形
は
如
何
に
し
て
.獲
生

せ
し
む
る
や
起
つ
き
左

の
如
き
説
明
を
下
せ
り
。

.

㈹

鹸
…入
の
場
合
、
.

従
来
輸
入
の
場
合
に
得
替
銀
行
が
外
囲

の
輸
出
商
よ
り
買
人
れ
な
る
手
形
は
内
国
の
輸
入
商
宛

の
爲
替
手
形
に

し
て
爲
替
銀
行
は
之
を
市
場
に
萱
却
し
難
く
期
日
ま
で
は
之
を
握
り
居
ら
ざ
る
を
得
雀
矯
め
.に
爲
替
資
金
の
蓮
韓

土
妙
な
か
ら
ざ
る
不
利
不
便
な
り
し
が
今
後
内
地
重
要
郡
市
.の
有
力
銀
行

が
我
が
輸
入
商
の
爲
め
に
信
用
状
を
蛮

行
し
外
國

に
於
け
る
楡
出
府
は
之
に
基
き
常
談
銀
行
宛
に
自
己
を
受
取
人

こ
し
だ
る
爲
替
手
形

を
振
出
し
之
を
買

取
り
だ
る
為
替
銀
行
は
内
地
に
韓
速
し
て
其
支
彿
人
だ
る
銀
行
の
引
受
せ
を
得

る
こ
ご
、
す
れ
ば
其
手
形
は
外
囲

.

塒
事
問
題

銀
行
の
手
形
引
受
制
度
(
ご

第
九
巻

(第
二
號
.
一
】
三
)

三
二
三

,

「

臨

.



時
事
問
題

銀
行
の
手
形
引
受
制
度
(
一
)
.

第
九
巻

〔第
二
號

一
一
四
)

三
二
四

に
於
け
る
輸
出
商
の
署
名
あ
る
が
故
に
融
通
手
形
忙
あ

ら
ざ
る
こ
ε
明
瞭
な
る
上
に
内
地

の
有
力
銀
行

の
引
受
署
.

名
を
有
す
る
を
以
て
最
も
優
良
な
る
放
資
物

の

一
ε
し
て
市
場

に
歓
迎
せ
ら
る
Σ
に
至
る
べ
し
。

鋤

鹸
…出
の
場
合
.
.

・

・

輸
出
の
場
合
は
輸

入
の
場
合
の
如
く
銀
行
引
受
手
形
を
獲
生
せ
し
む
る
機
會
は
多
か
ら
ざ
れ
こ
も
輸
出
貨
物
仕

向
先

の
金
利
が
内
地
の
金
利
よ
り
高
率

な
る
が
.火
は
仕
向
地

に
於
け
る
割
引
市
場
不
備
に
「し
て
其
他
の
資
金
を
利

用
す
る
こ
ご
を
得
ざ
る
・か
の
薦
め
に
敏
箇
月
に
亘
る
爲
替
資
金
を
内
地
に
て
調
達
す
る
必
要
あ
る
場
合
に
於
て
輸

出
商
が
輸
出
貨
物
の
仕
向
地
.へ
到
達

丁
べ
き
日
数
と
手
形
郵
送
に
要

す
べ
き
日
数
ε
の
差
を
見
込
み

一
時
内
地
市

場

の
低
利
の
資
金
を
使

用
せ
ん
ど
す

る
に
は
是
亦
銀
行
引
受
手
形
の
方
法
に
依

る
を
便

ご
す
然
ら
ば
其
方
法
億
如

何
に
す
る
や
ε
云
ふ
に
我
輸
出
商
は
爲
替
銀
行
に
豫

め
手
形
引
受
に
關
す
る
約
衷
を
結

び
置
き
貨
物

の
輸
出
ど
同

時
に
自
己
を
受
取
人
と
せ
る
為
替
手
形
を
振
出
し
船
積
書
類
を
引
渡

し
穴
る
上
手
形

の
引
受
を
求

め
而
し
て
該
手

形
を
他

の
市
中
銀
行
に
賛
卸
し
て
資
金
を
得
手
形
期
日
に
際
し
て
は
輸
出
商
は
別
に
従
来
の
通
り
爲
替
手
形
を
振

,
出
し
共
爲
替
銀
行
に
就
き
て
之
を
壷
謝
し
其
代
り
金
を
以
て
前
手
形
債
務

の
償
還
に
充

つ
る
こ
産
、
す
る
な
り
。

.

ヨ

成
案
獲
表
後
の
状
況

成
案
装
表
.後
日
銀
當
路
は
關
西
京
濱
の
銀
行
家
及
貿
易
業
者
を
招
待
し

て
該
施
設
に
關
す
る
説
明
を
な
し
之

が

利
用

の
鋤
萌
に
努

め
新
聞
雑
誌
亦
盛

ん
に
引
受
制
度
を
論
議
せ
し
が
な
め
漸
次

一
般
世
人

の
荘
目
を
換
起
す
る
に

至
り
し
ε
雄

も
蟹
行
上
種
々
の
障
害
あ
り
て
特
種
銀
行

の
引
受
に
係

る
金
融
手
形

の
出
廻
は
幾
分
あ
り
し
も
普
通

銀
行

の
引
受
匹
係
る
爲
替
手
形
に
付
て
は

一
般
貿
易
業
者
が
手
形
引
受
制
度
を
利
用
す
る
に
至

る
は
前
途
術
遼
遠

な
り
と
謂

ふ
べ
き
乎
。
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